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交流及び共同学習 教育対話

１．目的

交流及び共同学習の授業実践での障害児と健常児の対話

場面から，インクルーシブな実践に向けた対話的な実践に

ついて検討を行う。また，Inclusive Pedagogy（インクル

ーシブ教育学か教授学か）の概念について検討する。 
 

２．背景

．交流及び共同学習の意義と目的

我が国は小・中学校等や特別支援学校の学習指導要領等

において， 交流及び共同学習の機会を設け，障害 のある

子供と障害のない子供，あるいは地域の障害のある人とが

触れ合い，共に尊重し合いながら協働して生活していく態

度を育むことが推進される(文部科学省 2019)。交流及び共

同学習の２つの目的として，①相互の触れ合いを通じて豊

かな人間性を育む交流の側面と，②教科等のねらいの達成

を目的とする共同学習の側面があることを示している。 
． とは

Kershner(2016)は「Inclusive Pedagogy」の pedagogy
の概念は，教えるための際立った技術や知識を超えて，す

べての子どもたちの学びを支える教室の人間関係や教育の

目的を含有している。学級で学ぶ児童生徒個々の学習者の

幸福（well-being）と繁栄（flourishing）に対する教師の

関心は，学級全体のグループに対する同様の関心と結びつ

いていることを示している。これらの視点は学校をより良

くするためにおいても，必ずしも学校内外の一致やバラン

スを常に保つことでなく，合意形成をすることは限らない

と述べている。つまり，教師や学校は目の前の児童生徒個々

の学習者に寄り添った実践の必要性を説いている。 
 

３．方法

対象：A 大学教育学部附属小学校と附属特別支援学校交流

及び共同学習，図画工作科高学年「作ってみよう」

を含む全学年 14 時間の授業 
方法：交流及び共同学習の対話場面をフィールドノーツ，

ビデオ撮影と逐語記録を起こし，教育対話コード分

類表(表１)から対話分析を行う。 
表１ 教育対話コード分類表（T-SEDA coding scheme） 
B – Build on ideas 考えを積み上げる  
IB – Invite to build on ideas 考えの積み上げを促す 
CH – Challenge 異議を唱える 
R – Make reasoning explicit 理由を明確にする 
IRE – Invite reasoning 理由づけを促す 
CA - Coordination of ideas and agreement アイデアの調整や合意をする 
RD – Reflect on dialogue or activity 対話や活動を振り返る   
C – Connect 関連づける 
G – Guide direction of dialogue or activity 対話や活動を方向づける 
E – Express or invite ideas 考えを述べる，促す 
倫理的配慮：研究協力者である児童（保護者），教師に対し

て倫理的配慮のもと,事前の説明の上，承諾を得てから

研究を進めた。 

４．結果：フィールドノーツと逐語記録からの対話場面

・ユウタロウさんの共同注視の場面（以下児童名仮名）

ケイタさんとヒデキさんはユウタロウさん（自閉症児）が絵の

具で汚れた床を雑巾で一心に拭く様子をはじめは眺めていた。少

しして，ケイタさんとヒデキさんは，ユウタロウさんの横に座り，

同じ様に雑巾で拭きはじめた。３人ともただただ床を拭いている。

教師Ａ：ユウタロウさんは（床を）綺麗にしてくれているんだね。

（R）ケイタさんもヒデキさんも手伝ってくれているんだね。（C）
ありがとう。 賞賛

ケイタさん：いや，僕は，ユウタロウさんの真似をしているだけ

だよ。（CH）

教師Ａ：そうなの。

ケイタさん：ユウタロウさんはどんな気持ちなのかなと思って。

（RD）

教師Ａ：それでケイタさんはどんな気持ち？（R・E）
ケイタさん：わからないけど，綺麗になって嬉しい気持ちかな。（R）

・ユウカさんの作品に絵の具を塗る場面

サヤさんはユウカさん（自閉症児）に絵の具を手につけて紙の

上を塗るように，自分の手に絵の具をつけて見本を見せる。それ

を見ていたユウカさんは自分の指に絵の具をつけ，そっと紙の上

に絵の具をつける。

サヤさん：（笑う）

ユウカさん：・・・

教師Ｂ：ユウカさん，どんな感じ？（IRE）
ユウカさん：・・・

教師Ｂ：冷たい？（E）
サヤさん，どんな感じ？（IRE）

サヤさん：楽しい。（R）
教師Ｂ：ユウカさん，サヤさんは楽しいって。

ユウカさんは，どんな感じ？（IRE）

５．考察と課題

障害児と健常児間の対話を捉えようとするとき，障害特

性が大きく影響するため，対象児ごとに分析を行った結果，

言語の無い自閉症児童のもつ発話は対話コード分類では測

れない特性があった。そこには，教師が児童間の対話に介

入することで，児童の内言を言語化する対話場面となり，

教師の介入の影響が多く見られた。意図的な教師の対話の

介入のために，教育対話のコーディングスキーム（コード

分類）を捉え直す必要性もあり，対話的な実践への課題が

検討された。
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